
今回の今回のくろくろゆゆり通信では防災情報、長姫高校現場研修会の様子等り通信では防災情報、長姫高校現場研修会の様子等をお伝えしますをお伝えします
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今回の研修会は、来年度には学校統合する長姫高校学生に向け、学校OBが発起人となり企画
土木課２年生３７名が訪れ、大鹿村内の国・県発注工事の現場見学や、その多くの現場や役場で働いている高校OB等との意見交換が行われました

研修会を終えて

・兄が建設業にいたのでその影響か、小学生の低学年の頃から「俺もなりたい」と思っていました。なので見学ができとてもよかったです。ありがとうございました

・現場に立つことは、自分の身体とその関係者の安全管理をしなければならないんだなと改めて身に染み付きました

・大鹿村はすごく良い村。。。 ・少しは興味がわいてきた

・みんな、地域の人達のために働いていていてよかったと思います。自分も見習わないといけないと感じました

平成２４年度 小渋川砂防管内緊急作業
工期：平成２４年４月２０日～平成２５年３月２９日

現場代理人
萩原敬二

主任技術者
片桐 俊人

４月から１年間にわたり、小渋川砂防管内の緊急作業等の実施を担当することに
なりましたシブキヤ建設㈱です。大鹿、中川村内の各地先での作業となり、ご迷惑を
おかけすることもあるかもしれませんが、ご協力のほどよろしくお願いいたします
お気づきの点等ございましたら、下記までご連絡ください

本社：０２６５－３６－２２２２

災害から自分や家族の命を守るには、適切な避難に向けた、日頃からの備えが大切です

災害発生前に
避難した

災害発生前に
避難しなかった

２７％

７３％

※H18.7豪雨時に土砂災害により人的被害が発生した箇所等の10地区における住民のアンケート調査結果

『建物の外に避難しなかった理由』の上位回答
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自宅にいた方が安全だと思った

正式な避難勧告・指示が出ていなかったから

これまで土砂崩れが起きたことがなく
安全だと思ったから

災害が起こるような大した雨ではないと
おもったから

３９．８％

２６．７％

２６．４％

１５．７％

どの情報をもとに、どんなタイミングで避難を始めたらいいの？

どこに避難したらいいの？

また、お年寄りや足の悪い方は移動に時間がかかるため、より早めの避難開始が必要となります

避難所は、各市町村で定められています。市町村から配られているハザードマップ等で確認してみましょう
また、避難経路の確認も重要です。避難場所までの移動には、
どれだけ行き方があるか、どのくらい時間がかかるか、大雨時に安全に移動できそうな経路かどうか確認しておきましょう

土砂災害の危険性が高まったとき、長野県と気象庁が共同で「土砂災害警戒情報」を発表します
市町村長からは、「避難指示」「避難勧告」などが発令されます
これらの情報や古くから住まわれている方々の知恵を参考に、自ら判断し、早めの行動をとりましょう

・まだ進路が決まっていないので、これからちゃんとした進路を考えていきたいです

など、将来に向けて、いい体験になったようです
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・・・土砂災害発生件数

→あすには身の回りに起こるかもしれません →避難開始のタイミングを適切に判断しましょう


